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挑
発
的
に
も
見
え
る
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
有
名
な
ハ
ス
キ
ン
ズ
の
『
十
二

世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
本
書

の
冒
頭
で
著
者
は
明
言
す
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
十
六
世
紀
と
結
び
付
け
ら

れ
る
「
宗
教
改
革
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
十
二
世
紀
に
適
用
し
、
十
二
世
紀
の

宗
教
的
な
姿
勢
や
宗
教
制
度
上
の
変
化
す
な
わ
ち
改
革
と
い
う
語
を
ル
ネ
サ

ン
ス
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
る
の
は
誤
り
で
な
い
と
述
べ
る
。
著
者
は

十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
後
半
の
時
代
枠
の
中
で
活
動
し
た
多
様
な
修

道
院
諸
会
派
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
、
シ
ト
ー
や
シ
ャ

ル
ト
ル
ー
ズ
や
グ
ラ
ン
モ
ン
な
ど
改
革
派
修
道
会
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ダ
ル
ブ
リ

ッ
セ
ル
な
ど
遍
歴
説
教
者
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
な
ど
律
修
参
事
会
、
さ
ら
に
隠

修
士
や
騎
士
修
道
会
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
（
規
則
、
聖
人
伝
、
死

者
記
念
関
連
、
書
簡
、
論
考
）
な
ど
を
も
と
に
実
証
的
に
考
察
し
、
彼
ら
の
生
活

や
理
想
を
再
現
す
る
。
そ
し
て
諸
会
派
の
運
動
は
多
様
で
あ
り
な
が
ら
互
い

に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
は
キ
リ
ス
ト
教
史
の
分
水
嶺
で
あ

る
が
、
よ
く
使
わ
れ
る
「
修
道
制
（
院
）
危
機
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
は
正
確
に

表
現
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
 

 
第
一
章
の
「
導
入
」
に
つ
づ
き
、
第
二
章
「
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
者
」
で
は

こ
の
時
期
に
活
動
し
た
修
道
院
諸
会
派
に
つ
い
て
、
新
旧
の
対
比
や
改
革
派

の
あ
い
だ
で
の
差
異
を
前
提
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
同
じ
土
壌

で
把
握
し
、
そ
の
相
似
性
や
平
行
現
象
に
注
目
す
る
。
第
三
章
「
改
革
の
類

型
と
そ
の
条
件
」
で
は
、
改
革
修
道
院
の
形
態
が
多
様
化
し
、
修
道
士
の
数

が
増
加
し
た
こ
と
、
い
っ
ぽ
う
旧
修
道
院
が
な
お
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
個

別
修
道
院
の
事
例
や
統
計
数
字
を
用
い
な
が
ら
示
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が

個
別
の
修
道
院
や
会
派
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
の
弊
害
を
指
摘
し
、
大

き
な
均
一
性
と
伝
統
的
な
解
決
策
へ
と
む
か
う
共
通
性
が
存
在
し
て
い
た
と

述
べ
る
。
第
四
章
「
改
革
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
で
は
改
革
派
の
希
望
や
理
想
や

自
己
認
識
を
論
じ
、
史
料
で
理
想
を
記
し
た
文
言
（
他
会
派
の
批
判
や
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
戒
律
の
遵
守
）
を
額
面
通
り
受
け
取
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
。
第
五
章
「
改

革
の
現
実

1

�
共
同
体
内
の
変
動
」
と
第
六
章
「
改
革
の
現
実

2

�
修
道
活
動

と
世
俗
社
会
」
で
は
、
第
四
章
で
論
じ
た
改
革
派
の
理
想
が
修
道
院
の
中
と
社

会
で
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
か
を
語
る
。
騎
士
修
道
士
や
助
修
士
な
ど
新

し
い
制
度
が
現
れ
た
い
っ
ぽ
う
、
慣
習
律
・
死
者
記
念
帳
・
典
礼
史
料
の
研

究
か
ら
改
革
派
の
修
道
院
生
活
も
伝
統
の
枠
内
に
あ
り
、
自
ら
の
肉
体
労
働

の
み
で
完
全
に
自
給
で
き
た
修
道
院
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
す
る
。
第
七

章
「
改
革
の
霊
性
」
で
は
、
自
責
の
感
覚
が
立
ち
現
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
と
り

な
し
の
祈
禱
が
次
第
に
価
値
を
失
い
、
贖
罪
と
救
済
の
プ
ロ
セ
ス
が
死
と
最

後
の
審
判
の
あ
い
だ
も
続
く
と
考
え
ら
れ
、
十
二
世
紀
後
半
に
煉
獄
の
観
念

が
誕
生
し
、
孤
独
の
感
覚
が
霊
性
に
緊
急
性
と
い
う
要
素
を
課
し
た
と
述
べ

る
。中

世
末
期
の
霊
性
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
人
性
や
受
難
の
重
視
と
模
倣
、
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個
人
的
な
悔
悛
な
ど
が
こ
の
時
代
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
第
八
章
 

「
十
二
世
紀
社
会
の
な
か
で
」
は
十
二
世
紀
改
革
を
修
道
制
と
修
道
生
活
の
 

歴
史
に
お
け
る
画
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
会
史
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
史
の
 

分
水
嶺
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
広
い
時
代
的
な
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
ル
タ
ー
 

が
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
共
鳴
し
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
 

の
『
霊
操
』
が
十
二
世
紀
の
霊
性
に
依
拠
し
て
い
る
例
な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
、
 

十
二
世
紀
宗
教
改
革
が
十
六
世
紀
宗
教
改
革
に
連
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
 

す
。
 

 
本
書
は
ノ
ウ
ル
ズ
、
ル
ク
レ
ー
ル
、
ハ
リ
ン
ガ
ー
な
ど
の
修
道
院
研
究
の
 

先
達
た
ち
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
と
も
に
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
尊
者
ピ
エ
 

ー
ル
の
書
簡
の
校
訂
版
の
刊
行
に
さ
か
の
ぼ
る
著
者
の
研
究
の
集
大
成
で
あ
 

り
、
典
礼
史
料
や
死
者
記
念
史
料
の
分
析
に
よ
り
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
を
 

期
待
す
る
著
者
の
後
世
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
た
豊
か
な
百
科
全
書
 

と
も
い
え
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
杉
崎
泰
一
郎
）
 

 


